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Ⅳ 教育実習事前・事後指導について 

スケジュールについては，年度によって異なる場合があるので，実習年度の掲示を確認すること。 

 

  対  象：教育実習に参加する全学生（前年度，教育実習申込みをした者。） 

  実施時期：事前指導・・＜講義＞  ４月（土曜日開講で１日） 

             ＜学校参観＞４月下旬～６月  ※２校種の学校参観が必要 

（それぞれ日程が異なるので大学が指定する学校に参観

となる。中・高等学校１日及び特別支援学校で１日） 

       事後指導・・７～８月（前期実習者）又は１２月（後期実習者）の１日 

                   ◎詳細日程については，掲示等にて周知。 

  持  参：筆記用具，教育実習の記録 

※「教育実習の記録」は，神戸大学生活協同組合学生会館店（書籍）にて販売予定。 

実習を行う年の４月に各自購入しておくこと。（発達科学部生は、前年の４月） 

 

１ 事前指導スケジュール（予定）  
 

教育実習を行う前に事前指導を行う。附属学校教員等から実習に行く際の心構え等の講義や実

際に学校に訪問し，授業等の参観を行う。日程等については，２月下旬頃には掲示や大学ＨＰ等

でお知らせをするので確認しておくこと。 

                  

４月（講義は土曜日開講で１日） 

時限 指導項目 指導担当者 

１限 「ガイダンス・諸注意」 教職課程専門委員会委員 

２限 「教育実習の心構え」 附属学校教員   

３限 「指導案・教材研究について」 附属学校教員 

４限 「中学・高等学校教育の現状と課題」 中学・高等学校教員 

４月～６月 学校参観｛◎と★両校（各１校ずつ）の学校参観が必要｝ 

１日 ◎中学・高等学校の学校参観 各校の学校教員 

１日 ★特別支援学校の学校参観  各校の学校教員 
 

※ 教育実習を希望する者は，『学生教育研究災害傷害保険（学研災）』に加入した上で， 

『学研災付帯賠償責任保険』Ｂコース（インターンシップ・教職資格活動等賠償責任保険）

に加入することを義務づけている。 

   

２ 事後指導スケジュール（予定） 

  前期（５月～ ７月）で教育実習を終えた学生は，７月下旬～８月上旬に， 

  後期（８月～１０月）で教育実習を終えた学生は，１２月下旬に行うので必ず出席すること。 

   

時間 指導項目 指導担当者 

8:50～ 

13:00 

講 話 

実習生による討論・質疑及び発表 

レポート作成 

附属学校教員及び 

教職課程専門委員会委員 
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Ⅶ 教職実践演習と履修カルテの作成について 

 

 教育職員免許法施行規則の改正に伴い，2010年度入学生（＊１）から新たに『教職実践演習』を

必修科目として履修することとなる。 

教職実践演習は，教員になる上で自己にとって何が課題であるのかを自覚し，必要に応じて不足

している知識や技能等を補い，更なる向上を目指すことを目的とした科目である。 

４年次後期に履修することとなる。 

 教職実践演習を履修するにあたって，教員免許状取得に必要な科目の履修を始めてから教職実践

演習の授業を受けるまでの間に各自で履修カルテ（※）を作成しなければならない。（巻末参照） 

 

（＊１）原則として，2010年度・2011年度の編入学生は除く。 

 

１．履修カルテの種類について 

  ＜履修カルテ①（教職に必要な科目の履修状況）＞  

教員免許状取得に必要な科目の履修を始めてから単位を修得した科目について記入す

ること。 

     教職関連科目について，開講時期等に注意の上，履修計画をたてて記入すること。 

  ＜履修カルテ②（自己評価シート）＞ 

      教員として必要な資質能力について，講義・教育実習・介護等体験等の課外活動を通し

て身についているかふりかえりながら自己評価を行うこと。 

 

※履修カルテの用紙は，各所属学部教務係で配付及び神戸大学ホームページ（学生向けポータル 

サイト「うりぼーポータル」－教員免許取得）に掲載しています。 

 

２．履修カルテの提出時期について 

 履修カルテは，４年次前期に各所属学部教務担当係に提出すること。 

提出する時期については，掲示によりお知らせするので，注意すること。 

 提出のあった履修カルテについては,担当教員がコメントを記入し教職実践演習において使用し 

ます。 
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Ⅷ 編入学生の教職課程の履修について 

 

 編入学生は，教育実習に行くまでに必要な単位の修得が難しく，卒業時までに取れない場合もあ

る。まずは，必ず各所属学部教務係に相談すること。 

また，入学前の大学で修得授業科目（単位）の教員免許状取得単位としての摘要可否，認定等に

ついては，各所属学部教務担当係において確認しておくこと。 

 

（１） ４年制大学からの編入学生 

Ａ 出身大学が課程認定大学の場合 

① 出身大学で修得した学力に関する証明書を取り寄せ，各所属学部教務係で確認してお

くこと。 

② 取得希望教科について課程認定大学からの編入学生は，その教科の教員免許状取得に

必要な「教職に関する科目」「教科に関する科目」「教科又は教職に関する科目」「第

66 条の 6に規定する科目」の単位のうち，不足する単位について本学で修得すること。

（＊） 

③ 取得希望教科について課程認定を受けていない大学からの編入学生は，その教科の教

員免許状取得に必要な「教科に関する科目」はすべて修得すること。（＊） 

また，「教職に関する科目」「教科又は教職に関する科目」「第 66 条の 6 に規定する科

目」の単位のうち，不足する単位について修得すること。（＊） 

 

   Ｂ 出身大学が課程認定大学でない場合 

     教員免許状取得に必要な科目をすべて本学で修得すること。（＊） 

 

（２） 高等専門学校からの編入学生 

   教員免許状取得に必要な科目をすべて本学で修得すること。（＊） 

  また，教育実習に行くにあたり，高等学校を希望する者については，まず，学務部教育推進

課教育推進ｸﾞﾙｰﾌﾟへ相談にくること。 

対応としては，本学附属学校,別校種学校（出身中学校，）で実習を行うか（Ⅲ-３の（イ）

を参照）又は，近隣の高等学校を各自で探さなければならない。 

 

（＊）授業科目によっては、編入学生が受講できないものもあるので、各所属学部教務担

当係で確認しておくこと。 

 

 

★学務部教育推進課教育推進ｸﾞﾙｰﾌﾟ＝鶴甲第一キャンパス（国際文化学部）K 棟事務室内 
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（注 意） 
◎ この『教職課程ハンドブック』は，入学時にのみ配布され，在学期間中使用

するので，大切に保管してください。 
◎ 開講科目及び内容などについては，変更することがあるので，所属学部の履

修に関する手引き書や掲示などに注意してください。 
◎ 「教職に関する科目」の授業時間割表は別途配布となります。 
（ただし，２年次から履修可能となります。） 
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